
府営住宅・指定管理者評価委員会の設置について








【指定管理者】


①日常業務の実施状況の把握・報告


　（日誌・月間業務報告）


②業務自己評価の実施・報告


（初年度は四半期毎に実施）


③日常の苦情・相談対応


④事務所来所者へのアンケート調査、府調査協力








【大阪府】


①日常業務の把握・改善指導


　（日誌・月間業務報告による随時履行の確認）


②業務評価内容を点検・改善指導


（初年度は四半期毎報告による定期履行の確認）


③日常からの府に申出される苦情・相談対応


④住民満足度調査の実施・改善指導


（自治会や住民への独自アンケート実施）





【H21選定委員会の講評（抜粋）】H21/12/17


　入居者の声を聞くなど含め指定管理者の業務内容、実績を十分に検査、監督し、管理経費縮減の影響が入居者等に対するサービス低下に及ぶことのないように。


　また、検証結果を評価点の配分など選定審査方法の検討にもつなげて頂きたい。








指導





報告














【委員会スケジュール】


第１回委員会（Ｈ２２／１０中旬）


　第1四半期の業務状況と入居者ｱﾝｹｰﾄ調査結果報告


第２回委員会（Ｈ２２／１１中旬）


　事業者ヒアリング（第２四半期の状況、課題の把握）


第３回委員会（Ｈ２２／１２中旬）


　モデル事業評価、選定方法等への提言について


第４回委員会（Ｈ２３／１中旬）


　報告書（案）について【２月府議会報告予定】








資料１





【３つの評価視点】


①業務履行状況


②サービスの質


③サービスの安定性








モデル実施指定管理者のモニタリングシステム（22年4月から実施）





【本格実施に向けた評価委員会の役割】


24年度本格実施に向けて、22年度中に評価結果について府議会に報告予定。


その後、23年6月頃に選定委員会を設置し事業者を公募。





○　管理業務の評価に関する事項


・主に3つの視点から評価項目・評価基準を設定し検証。


　（事業者からの業務報告書、自己評価、住民ｱﾝｹｰﾄなどをベースに検証）


○　選定方法等への提言に関する事項


・評価点の配分方法など改善策


・適切な管理戸数（千戸、５千戸、１万戸、２万戸）


○　その他

















